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　現 在，日本 の 学校 現 場 に おい て は，授 業 申の 徘 掴 や 妨 害等

の 行 動 閊題 が 増 加 し，学習環 境が 乱れ て い る と指摘 さ れ て い

る。一方，米国 に お い て は ，生 徒に 規律 を遵守 させ る取 り組

み と し て，学校規模 の ポ ジテ ィ ブな 行動 支援プ ロ グラ ム

（School・Wi 己e　Positive　Behavior　Support，　SWPBS ）の 有効性

が確認 され て い る（Sugai，＆ Honer
，
2006）。　 SWPBS に は 教員の

積 極 的 な参 加 が 必 要 だ が ，日本 の 公 立 学校教員は，す で に 多

忙 す ぎ る就 労状況 に あ る。SWPBS の 枠組 み を 日本 の 公 立 学校

に 導 入 す る た めに は、教 員 以外 の 代 替的 な 人的 資源 の 活 用 が

必 要 だ と 考 え ら れ る．そ こ で 本 研 究 で は，参 加 型 マ ネ ジ メ ン

トに 着 目 し，生 徒参加 型の SWPBS の 効果 を測定 し た。
　　　　　　　　　　　 方 　法

参 加者 　都 内 の 公 立 中学 校 を 対象 と し，全 教 員（14名 ｝と 3学

年 5 学 級 の 全生 徒（125名）が参 加 した。研 究 にっ い て は学 校 長

よ り保 護 者 に説 明が な され 同意 が得 られ た。
標 的行動　学校で の 望 ま し い 行動を明 らか に す るた め ，生徒

会が 全生徒に ア ン ケ
ート調 査を実施 した。教員と実験者は，

そ の 回 答 か ら 優 先順 位 を評 価 し，黒 板 ふ き と ゴ ミ箱捨 て を標

的 行 動 と した。
標的 行 動 の 記 録 と詳 価 　学 級 の 代表 生徒 ら（10 名 ）と実 験 者

が共同 で 標的行動の 評価基準を作成 した。生 徒らは 学級内の

標 的行動の 達成度を 毎回 3段 階で 評価 した 。
好 子 　各 学級 経 営 を妨 害せ ず，保 護 者 が受 け入 れや す く，中

学生 にふ さわ しい 社 会 的 な好 子 と して 学校 長 か らの 表 彰 状が

発 案 され た。表 彰 状 授 与 の 基 準 は 1 週 間 の 最 高評 価 の 達 成 率

が 80％ 以 上 の 場 合 で あ っ た 。
実験デザ イ ン 　行動 間多層べ 一

ス ライ ン 法を 用い た。
手 続 き

　 第 1ベー
ス ラ イ ン 条 件 　学級 内 の 生 徒の 清掃 活 動 に 関 し て，

教員に 普段 通 りの 褒 め言葉 を使 用す る よ うに依頼 した 。

　 第 1介 入 条 件 　介 入 開 始 時 の 全校 朝 礼 時 に 学校 長 が 参加 者

に介入 の 内容 を告知 した。学級 の 平均 達成率は週 1回 の 全校

朝 礼 時に告知 され，基準を満 た した 学級 に 学校長か ら 表彰状

が授 与 され た。表彰 状 は 学級 内 に 掲示 され た。生徒 の 清掃 活

動 に 関 して ．教 員 に い つ も以 上 に誉 め るよ うに依 頼 した。
　 第 2 ベ ース ライ ン 条件　第 1介入 の 手続 きを 撤去 し，第 1
ベ ー

ス ラ イ ン と同 様の 条件に 戻 した。
　 第 2介入条件　第 1介入条 件 に 加 えて ，生徒（20名）と共 同

して 標 的行 動 を明 記 し た ポス ターを作 成 し た。ポ ス ターを生

徒 の 目につ きや す い 校 内の 8ヵ 所 の 場所 に 2枚 ず つ 掲 示 した。
信 頼 性 の 算 出 　 い ず れ の 実 験 条 件 に お け る 生 徒 間 お よ び 生

徒・実 験 者 間 も 75％ 以 上 の
一

致 率 が 得 られ た。
社会的妥当性 の 評価　社会的 妥 当性 を 評価す る た め の 5件法

の ア ン ケ
ー

ト調 査 を，第 2 介入 終 了後 に 参加 者 に 実 施 し た。
経済的妥当性の 評価 　問題行 動に 関連 し た学校設備 の 修繕

費，区 の 教 育委 員 会 か ら実 験 者 に 支払 われ た賃 金，教 員 との

打 ち合 わ せ の の べ 時間 を 記 録 し た。

　　　　　　　　 結　果　 と　考　察

　図 1か ら明 らか な よ うに ，第 1 介 入 は 学 校 全 体の 平均 達成

率を改善せ ず，第 2介入 に お い て 改善が観察され た。
　効果 の あ らわ れ か た は学級 や 標 的行動間 で 異な っ た 。 第 1

介 入 で 改 善 を示 した の は 1年 生 の 1 学級 の み で あ っ た 。第 2

介入 は 全学級 の 達成率を改 善 し た。特 に 2 年生 の 学級 に お い

て，開 始直後の 顕著な改 善 とそ の 後 の 維 持 が 観 察 され た。3

年 生 の 学級 に お い て も，長 期 間 を 要 し た もの の ，改善が 観 察

され た。第 2 介入 にお い て 全学級 の 改善が 観察 され た こ とか

ら ， 生 徒 参加 型 の SWPBS が 清掃 行 動 の 改 善 に 効 果 の あ る 介

入 で あ っ た と い う結 論 が 導 か れ る。

禄会的妥当性　表 彰状への 印象
・
教員 か らの 褒 め言 葉 に 関す

る 項 目 の 評 価 に 2 年 生 で は 肯定 的 な 回答 が 多 く，3 年 生 で は

否 定 的 な回 答が 多か っ た。学校生活 で の キ ャ ン ペ ー
ン 実施 の

重 要 性 ・教 員の 受 け入 れやす さ ・負担 の 少 な さ ・生 徒の QOL
の 向上 ・結果 へ の 満足 ・今後 の 継続 に 関す る項 目 の 評 価 に 対

し て は 肯定的な回 答を した教員が 多か っ た。これ らの こ とか

ら生徒参加型 の SWPBS は，多 くの 教員 と生 徒に とっ て 受 け

入 れ や す い こ とが 示 唆 され た。
経 済 的 妥当性　修 繕費は，前年 に比 べ て 約 36 万 円少な い 約 6

万 円，賃金 は約 14 万 円，打 ち 合 わせ は 約 6 時 聞 で あ っ た。

　今後は ，改善 され に くい 標的行動 の 強 化の 機 会を 増やす 好

子 を複数検討 し ，よ り 多 くの 学 校 関 係 者 に受 け 入 れ ら れ る

SWPBS を運 用す る こ とが 重 要 だ と思 わ れ る。
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　　　図 1 学 校規 模 の 標 的 行動 の 推移

　第 1 介入で は 図 の 上 段 に 黒板ふ きの 平均達成度 を示 し，第

2 介 入 で は 図 の 上 段 に ゴ ミ箱 捨 て の 平 均 達成 度 を示 し た e
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